
 

 
縄文時代の衣服 

尾関清子氏の復原製作 
 

 

 
鹿児島県上中段遺跡の復原製作布 

 
2015年 8月 26日(水)～30日(日) 

午後 1時～5時 

高瀬川・四季 Air 

京都市下京区天満町 456-27（四条河原町から徒

歩 7分・仏光寺公園そば） 

電話：080-3761-3960（前川） 

 
 

上中段遺跡の布の編み方で作った衣

 
 

共催：立命館大学環太平洋文明研究センター・

NPO法人 WACJAPAN・世界考古学会議第 8回京都

大会実行委員会 

後援：公益財団法人 京都市国際交流協会 

協力：尾関清子氏・立命館大学文学部 FA ゼミ

 

縄文時代の人たちは、様々な編み方で 
布を作っていました。その布で作った衣服

はまだ見つかっていませんが、尾関清子氏

（東海学園女子短期大学名誉教授）は土偶

や土器のデザインを参考に多くの衣服を

作りました。その数々を展示します。縄文

の布の編み方も体験できます。 


